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多数の理事者・代議員の出席のもと令和８年７月１日（水）希来里５階市民プラザ多目的ホールで

東大阪市公衆衛生協力会令和８年度理事会・定期総会が開催されました。 

理事会の冒頭において佐堀会長が「当協力会の活動は、計画のとおり事業を進めることができまし

た。これもひとえに、皆様方のご支援・ご協力の賜物と心より感謝申し上げます。」と挨拶がありま

した。 

引き続き開催されました総会では、司会の川口副会長より、本日は代議員７０名のうち、出席者

31 名、委任状 36 名、計 67 名のご出席または委任状を提出していただき、構成員の過半数とな

り、会則第１７条の規定により、本会が成立していることの報告がありました。 

その後、佐堀会長より「暑さの厳しい季節となりましたが、本日はご

多忙中のところ、ご来賓の皆様をはじめ、多くの方々にご出席いただき、

誠にありがとうございます。私が東大阪市公衆衛生協力会の会長に就任

してから、１年となります。皆様方のご理解ご協力を賜り、会長の職を

務めさせていただき、公衆衛生の普及啓発活動を推進してまいりまし

た。この場をお借りして、心より感謝申し上げます。」と挨拶がありました。 

次に、野田市長、松川市議会議長及び田中理事が来賓としてお越しいただきました。 

野田市長は、「公衆衛生については世界の中で日本のレベルが高いのは自治体のレベルが高いとイコ

ールであります。 

医療等においても生活環境においても高い。これらのことが高いおかげ

で我々は安心して暮らすことができます。 

公衆衛生のレベルの高さは公衆衛生に携わ

る人々の努力だけに頼るのではなく自治体と

しても維持するべく努力して参ります。」とご挨拶を頂戴しました。 

続きまして、松川議長より「近年、感染症や生活習慣病のリスク、こ

ころの健康の問題など、公衆衛生に関する課題はこれまでにも増して多

様化しています。そうした中、御会におかれましては、薬物乱用防止・

食中毒予防に関する街頭啓発キャンペーンの実施や献血推進活動、さらには健康フェスタを開催され

るなど、様々な活動を継続的に取り組まれておりますことに、心より感謝申し上げます。今後とも、 
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市民の皆様が健やかに暮らせるまちづくりに向け、本市の公衆衛生向上のためにお力添えを賜ります

よう、お願い申し上げます。市議会といたしましても、すべての市民の皆様が「健康で暮らしやす

い」と実感できるまちづくりの推進に全力で取り組んで参る所存でございます。」とご挨拶を頂戴し

ました。 
その後総会の議事に進みすべての議案及び報告案件について承認ならびに賛成いただきました。 

（１）第１号議案  令和７年度事業報告承認の件 （２）第２号議案  令和７年度収支決算承認の件 

（３）監査報告                   （４）報告案件   会費規則運用承認の件  

（５）第３号議案  会計監査選任の件         （６）第４号議案  令和８年度事業計画案審議の 

（７）第５号議案  令和８年度収支予算案審議の件 

理事会・定期総会の開催にご理解とご協力をいただきありがとうございました。こころか

ら感謝申し上げます。令和 8 年度役員体制はホームページをご覧ください。 

https://koushueuseu.com 

 

ご注意ください ノロウイルスによる食中毒 

  

ノロウイルスによる食中毒や感染性胃腸炎は、特に冬場に多く発生します。 

 

令和７年の全国の食中毒患者数は 24,727 名で、そのうちノロウイルス食中毒の患者数が 18,566 名（約

75％）を占めており、患者数で第１位となっています。 

また、令和 7 年は患者数が 500 人以上のノロウイルスによる食中毒が２件発生し、患者数が 2,000 人

を超えた事件もあります。ノロウイルスによる食中毒は患者数が多くなる傾向にあります。 

 

ノロウイルスは感染力が非常に強く、少量でも食品や手指などを介して口から感染（経口感染）しま

す。 

カキなどの二枚貝を喫食することで感染したり、患者の便や嘔吐物を介して二次感染をおこすことが

あります。 

 

感染すると１日～２日の潜伏期間を経て、嘔吐や下痢、腹痛などの急性胃腸炎

の症状がみられ、微熱を伴うこともあります。通常は２～３日で治りますが、

症状が治まってからも、しばらくの間はウイルスの排泄が続くため、この期間

に食品等を介して感染を広げてしまわないよう注意が必要です。                                                  

 

ノロウイルス食中毒を予防するためには、次のことに注意しましょう。 

カキなどの二枚貝を調理するときは、中心部までしっかりと加熱する  

① 生食用カキはなるべく食べない 

② 嘔吐や下痢、腹痛などがあるときは、直接食品に触れない 

③ 嘔吐物の処理やトイレの清掃をする際は、使い捨て手袋とマスクを 

着用し、塩素系漂白剤で消毒する 

④ トイレの後や調理の前後、食事の前などには必ず石けんでよく手を洗う 

 ▶保健所食品衛生課 電話０７２－９６０－３８０３ ＦＡＸ０７２－９６０－３８０７ 

https://koushueuseu.com


 - 3 -

 

9 月 24 日～30 日は「結核・呼吸器感染症予防週間」 

結核は過去の病気ではありません 
日本では毎年約 10,000 人の方が発症しています。 

加齢に伴う免疫力の低下によって高齢者が発病するケースが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大阪市保健所 感染症対策課    TEL 072-960-3805  FAX 072-960-3809 

これらの症状が 2 週間以上続く場合は早めに受診しましょう！

結核を早期発見するためのポイント 

①無症状でも年に 1 回必ず健康診断等で胸部Ｘ線検査を受けましょう！ 

「肺がん結核検診」※1 

対象者：  40 歳以上の東大阪市民 

検査内容： 問診、胸部 X 線検査 

自己負担金：500 円(保健センターは無料)※２ 

  （65 歳以上の方は無料です。当該年度中に満 65 歳の誕生日を迎える方も含みます） 

予約方法：   委託医療機関や保健センターへ電話で申し込み 

必要な物：   ①東大阪市がん検診受診証 ②自己負担金 ③マイナ保険証（未対応の医療   

       機関の場合はあわせて資格情報のおしらせ）または資格確認書 

問い合わせ先： 東大阪市保健所 健康づくり課 

             電話 072-960-3802 FAX 072-970-5821 

  ※1   65 歳以上の方は 1 年に 1 回結核の定期健康診断を受けることが法により定められています 

 ※2 検診の自己負担金が無料になる場合があります。詳しくは上記の連絡先までお問い合わせください 

②毎日、体調を確認しましょう！ 

高齢になると、咳やたんの症状が出にくくなることもあります。 

体重が減ってきた 

微熱 
食欲がない 

身体がだるい 

疲れやすい 息が切れる 
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